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機械器具 01 手術台及び治療台 

一般医療機器 汎用手動式手術台（36867010） 

特定保守管理医療機器Doak Tableポータブル手術台 
 

 

【形状・構造及び原理等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 

(1) テーブル 

(2) 手術器具用トレイ 

(3) 手術用雑品トレイ 

(4) パッド入りアームボード 

(5) IVポール 

(6) 麻酔機器搭載用調節機能付きアーム 

(7) 麻酔機材トレイ 

(8) 集液シート 

(9) 下段棚 

 

【使用目的又は効果】 

本品は、戦場や災害現場などの屋外の過酷な環境の場所で負傷し

た患者を安置し、迅速かつ応急的な手術を行うための手術台であ

る。本品は、別売の担架（届出対象外）と組み合わせて使用する。 

 

【使用方法等】 

1. 使用前準備 

組み立て 

(1)  

テーブルを横に寝せる。 

(2)  

ヒンジがない方を持ち上げ

て、開く。 

 

 

 

 

 

 

 

(3)  

片方の脚を立てる。 

(4)  

脚ロッキングブレースの関節

部を押してまっすぐにし、脚

を立てた状態で固定する。 

(5)  

反対側の脚も同様に展開す

る。 

(6)  

テーブルを逆にして、直立さ

せる。 

(7)  

脚クロスブレースをまっすぐ

にして、4 本の脚を完全に開

く。 

(8)  

スナップを外し、担架傾斜支

柱を立てる。 

(9)  

担架傾斜支柱を押し込む。 

4 か所の上端部の支柱すべて

に関して、同じ動作を行う。 

(10)  

下段棚を設置する。 
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担架（別売） 



 

 

 

(11)  

集液シートを設置する。 

(12)  

患者を載せた状態で担架を設

置する。 

 

注記 

担架を設置する際は、4つのU

字型担架受けに担架のハンド

ルを確実に載せる。 

 

各担架受けのストラップで、

担架のハンドルを固定する。 

(13)  

麻酔機器搭載用調節機能付き

アーム、及び、麻酔機材トレイ

を取り付ける。 

(14)  

IVポールを取り付ける。 

(15)  

パッド入りアームボードを取

り付ける。 

(16)  

手術器具用トレイを取り付け

る。 

(17)  

手術用雑品トレイを取り付け

る。 

(18)  

高さ調整を行う。 

 

 

 

2. 使用手順 

(1) 各トレイに必要な備品を載せる。 

(2)  施術を行う。 

 

3. 使用後の手順 

(1) 分解及び洗浄 

テーブルから付属パーツを取り外し、テーブル及び各付属パーツ

をブラシ、スポンジ、高圧洗浄機などを用いて、水及び洗浄液で

清浄する。 

 

使用できる一般的な洗浄液 

・過酸化水素 

・第四級塩化アンモニウム 

・5.25%漂白剤 

・70%以上のエチルアルコールまたはイソプロピルアルコール 

 

(2) 収納 

乾燥後、テーブルを折りたたんで専用ケースに収納する。 

 

【使用上の注意】 

(1) 患者を本品に乗せたままにする場合は、本品の高さを最下位置に

しておくこと。 [担架が上昇したままになっていると、患者が落

ちて負傷することがある。]  

(2) ホイールキャスター 

本品にホイールキャスターをつけて使用する場合、以下のことに

注意すること。 

1) 患者が本品から乗り降りする場合は必ずキャスターのブレーキ

を掛けること。本品を押してブレーキがしっかりと掛かってい

ることを確認する。本品が移動していない時は、必ずブレーキ

を掛けること。[患者が本品から乗り降りしている状態で本品が

動くと負傷することがある。] 

2) 本品を動かす前に、ブレーキがすべて解除されているか確認す

ること。[ブレーキがかかった状態で本品を動かすと、医療スタ

ッフまたは患者のけがの原因になる可能性がある。] 

(3) IVポール 

本品の IVポールに関しては、以下のことに注意すること 

1) IVポールに吊り下げる薬液ボトルなどの重量は、片方のピグテ

イル 1本に対し、6.8 kg以下にすること。[機器が破損する場合

がある。] 

2) 本品の移動中には、ドアや照明設備下を安全に通過できるよう、

IVポールを低く下げておくこと。[機器が破損する場合がある。] 

(4) 洗浄 

本品を洗浄する場合、蒸気洗浄、圧力洗浄、超音波洗浄は行わな

いこと。[これらの洗浄を行うと製品の保証が無効になる場合があ

る。] 

 

【保管方法及び有効期間等】 

保管方法 

高温、多湿、直射日光をさけ室温で保管すること。 

 

 

【保守・点検に係る事項】 

1. 使用者による保守作業 

・傷、へこみ等がないかどうかを確認する。 

・可動部がスムーズに動作することを確認する。 

 

2. 業者による保守作業 

製造販売業者にお問い合わせください。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：株式会社ワコー商事 

TEL ：0466-84-2485 

製造業者 ： McMennamy-Nafziger & Associates, Inc 


